








































要約

  厚生省心身障害研究の一環として、多施設による産後うつ病の正確な頻度とその危険要

因、ならびに妊産褥婦ヘエモーショナルサポートの効果についての調査を企画した。本報

告ではその概要を説明し、さらに妊娠後期の抑うつ症状と不安症状が心理社会的要因で説

明できること及び心理的支援 (の欠如)が精神症状の発現に関与していることを示した。

今回の多施設共同研究は、前方視的コホート研究として本邦において嚆矢となるものであ

る。また、精神科面接 (構造化面接)と精神疾患診断を助産婦が(練習と訓練ののち)困難

なく行えたことは、今後、 リエゾン精神医学を母子医療の現場に導入する際のマンパワ

ーとして、コ・メディカル・スタッフが十分働ける可能性を示したものである。


